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１ コロナ禍における目標指標等の推移（平成 30 年度→令和 3 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和 3 年度国際戦略検証委員会における取組み方向 

 

 

 

 

３ 令和４年度の主な取組みと課題（○：主な取組み ■：課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和５年度の主な取組み（予定） 

 

 

 

 

 

「本県産業の発展に向けた貿易振興」の施策の展開について 

１ 海外取引を行う県内企業の数 ３ 県産農産物の輸出額 ４ 酒田港国際定期ｺﾝﾃﾅ航路貨物量 

 デジタルシフトの流れを活用した取組みの強化（オンライン

商談の活用、県内事業者の越境ＥＣへの取組支援 等） 

 制限解除後のリアル活動の再開 （新規商品の販売プロモ

ーション、輸出パートナーの発掘 等） 
 荷主企業の酒田港への定着・貨物量増加 

○ (一社)山形県国際経済振興機構において、本年度より、輸出に

取り組む県内工芸品事業者の事業者情報・商品情報を掲載した

ポータルサイト（英語対応）を新たに開設。また、越境 EC へ

の出展等に係る会員向け費用助成を引き続き実施 

○ 本年２月～３月、越境 EC の自社サイト等を有する海外バイヤ

ー２社（対象国：英国・米国・カナダ・フランス・ドイツ・香

港）を招へいし、デザイン産品・日用品等の商談会を開催 

■ 越境 EC 市場への参入に課題意識を有する県内事業者も多く、

個々のニーズに丁寧に対応していくことが必要 

○ 台湾、中国、香港、韓国、タイ、マレーシア、フィリピ

ンの高級スーパー等で、県産農産物・加工食品・日本酒等

の販売プロモーションを実施 

 

○米国における県産米や山形牛等の業務用販路開拓に向けた

プロモーションの実施 

○ 台湾、香港、シンガポール、タイ等のバイヤーを招へい

し、産地訪問や商談等を実施 

■コロナ禍の影響により商談会が延期・縮小された国も存在 

○ 県、酒田市及び関係機関で構成する"プロスパーポート

さかた"ポートセールス協議会において、酒田港の利用

割合が低い県内陸部や大口荷主等、ターゲットを明確に

したポートセールスを官民一体で展開 

○ 国際定期コンテナ航路の新規荷主や継続荷主等を対象と

して、貨物量に応じた助成を実施 

■ 主要取扱品目の輸出量が、輸出先国の消費動向の変化な

どの影響により減少したこと等に伴い、国際定期コンテ

ナ航路の取扱貨物量が減少傾向 

・ 越境 EC サイト等を有する海外バイヤーとの商談会の継続開催

や、(一社)山形県国際経済振興機構の助成制度の利用拡大等を

通じて、ICT を活用した県産品の海外販路拡大を推進 

・ リアルとオンライン双方の利点を効果的に活用しつつ、

商談会の開催や販売プロモーションを実施 

・ 外食需要の回復・拡大を捉えた県産農産物等の業務用販

路の開拓・拡大 

・ 荷主企業が抱えるニーズの収集・分析を通じて積極的・

戦略的なポートセールスを展開 

・ 新たな助成制度の実施により、国際定期コンテナ航路の

新規基幹貨物を創出 

令和元年度は減少したものの、 
その後２年連続で増加。 

渡航が困難な状況が続くも、現地輸
出パートナーとの連携により、堅調
に増加。 

主要取扱品目の輸出量減少に伴い、
減少傾向にある。 

（単位：百万円） 

各国の経済活動が徐々に再開した
ことに伴い業務用米を中心に持ち
直し。 

（単位：TEU） 

250 244 
275 282 

300 

H30 H31 R2 R3 R6
（単位：社） 

２ 県産品の輸出額 
【(一社)山形県国際経済振興機構支援分】 

資料１－２ 

（単位：百万円） 


